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●１２月２３日は「テレホンカードの日」です 

 いつもご愛読いただきありがとうございます。大湯石材

の三上です。早いもので 2024年も残り少なくなり、 

皆様も年末の忙しさに追われる毎日をお過ごしのことと思

います。これをふまえて、日本では 12月のことを古くか

ら師走と呼んできたのですが、師つまり僧侶も走り回るほ

どの月だとするのは俗説だとされています。「しはす」と

いう語のルーツがどこにあるのか、今となっては謎のまま

です。一方、世界で広く使われている太陽暦では、元々は 3月が年の始めであったとい

うことで、Decemberは十番目の月という意味なのだそうです。このように日本でも 

世界でも意味や語源がわからなくなってしまっている12月ですが、そうなのか・・・ 

と受けとめて、新年を迎える準備にあたりたいものです。今年も大湯石材をご愛顧くだ

さり、誠にありがとうございました。どうぞ良いお年をお迎えください。 

※仏事クイズの答え： ③  ※まちがいさがしの答え： 1）筆の位置 2）後方の人だかり 3）猫の字のくさかんむり 

１９８２年（昭和５７年）のこの日に、日本電信電話 

公社（現：ＮＴＴ）が磁気テレホンカード対応の公衆

電話の1号機を設置、同月に

テレホンカードの発行・発売

が開始されました。 

携帯電話が普及したことで

テレホンカードの販売も 

少なくなくなりましたが、 

過去に販売されたものの

中には貴重なカードもある

そうですよ。 

 
 ■発行者： おおゆ石材 

大正12年以来、津軽の皆さまとご一緒に
歩んでまいりました。石やお墓のある、 
豊かな暮らしを、お手伝いしてまいります。  

弘前バイパス店  弘前市石川春仕内103-1 

浪岡ステーション 青森市浪岡 浪岡細田1-4 

ストーンマルシェ 平川市岩舘山の井127-3 

0120-63-1483 (有)大湯石材店 

じ ん おかざき よこやま みかみ 



ご縁を大切にしたいとの想いで、発行しています。 

※クイズとまちがいさがしの正解は、表面の一番下の部分をご覧ください。 

知っているようで知らない仏事のことや 

言葉の意味をクイズで確かめてみましょう。 

①  彼 岸 会 
 
②  放 生 会 
 
③  灌 仏 会 

お釈迦様の生涯で最初

の節目であり、「降誕会」

とも呼ばれます。 

日本でお墓に使われる石はたくさんありますが、

その中でも御影石は最もよく使われる石です。 

一般的に御影石は、「花崗岩（かこうがん）」という 

岩石の一種です。「御影」の名は兵庫県神戸市

御影地区が由来といわれており、ここから産出さ

れる石が全国で知られるようになって、花崗岩

の総称としての「御影石」という名が広まってい

きました。今では各地に「○○御影」と呼ばれる石があり、御影地区の御影石はほかと

区別するため「本御影石」と呼ばれることもあります。また、「御影」という名は、神功

皇后が泉の水面に御影（お姿）を映し出したという古い言い伝えに由来しています。 

上下の絵に間違いが３個あります。探してみましょう。 

★ 御影石（みかげいし）の名前の由来 

お釈迦様に関わる3つの日のこと

を「三仏忌」（三仏会）と言い、 

仏教寺院では法要が営まれます。

「成道会」、「涅槃会」とともに  

三仏忌に数えられるのは、 

次のうちどれでしょう？ 


